
平成™™年�月Ÿ日 木曜日 第œšœ—号官 報
さ
ら
に
、
本
体
事
業
の
施
行
に
伴
う
市
道
付
替

工
事
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
、
施
設
の
位
置
、

構
造
形
式
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
適
切
な
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得

ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡

量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利

益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄

与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
法
第
2
0条
第
３

号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
の
完
成
に

よ
り
、
北
信
、
上
越
及
び
北
陸
地
方
の
主
要
都
市

と
首
都
圏
と
の
間
の
交
通
の
利
便
性
が
向
上
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
等
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

本
件
事
業
は
高
速
輸
送
体
系
を
形
成
す
る
も
の
と

し
て
、
早
期
建
設
の
社
会
的
要
請
が
高
い
こ
と
、

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
沿
線
自
治
体
の
長
か
ら
構

成
さ
れ
る
北
陸
新
幹
線
関
係
都
市
連
絡
協
議
会
等

よ
り
北
陸
新
幹
線
全
線
の
早
期
整
備
に
関
す
る
強

い
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に

施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合

理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、

又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
新
潟
県
糸
魚
川
市
役
所

富
山
県
下
新
川
郡
入
善
町
役
場
、
滑
川
市
役
所
、

富
山
市
役
所
及
び
高
岡
市
役
所

石
川
県
金
沢
市
役
所
及
び
白
山
市
役
所

第
６
収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
起
業

地
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
字
大
和
川
字
東
谷
、
字
小

出
越
及
び
字
桜
ヶ
丘
地
内

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
四
十
五
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四

日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十

号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
4
2
2号

不
燃
性
材
料

ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
Ｋ

Ｄ
`
2
0

株
式
会
社
神
戸
タ
フ

興
産

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
白
水
三
丁

目
１
番
2
0号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
四
十
六
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五

日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十

号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
3
9
0号

防
火
戸（
Ａ
０
級
）
Ｍ
Ｓ
`
Ａ
０
`
２

株
式
会
社
西
日
本
メ

タ
ル
工
業

長
崎
県
長
崎
市
田
中
町

4
1
6番

地
第
Ｆ
`
3
9
1号

防
火
戸（
Ｂ
０
級
）
Ｍ
Ｓ
`
Ｂ
０
`
２

〃
〃

第
Ｆ
`
4
0
9号

防
火
戸（
Ａ
6
0級
）
Ｒ
Ｓ
`
Ｓ
Ｏ
`
Ａ
6
0
〃

〃
第
Ｆ
`
4
2
4号

防
火
戸（
Ａ
０
級
）
Ｍ
Ｓ
`
Ａ
０
`
３

〃
〃

第
Ｆ
`
4
2
5号

〃
Ｍ
Ｓ
`
Ａ
０
`
６

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
四
十
七
号

水
先
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
水
先
人
の
免
許
を
与
え
た

の
で
、
水
先
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運

輸

省

令

経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

免
許
番
号

氏

名

本
籍
の
都

道
府
県
名

免

許

年

月

日

水
先
区
の
名
称

第
一
八
六
八
号

伊
集
院
文
孝

鹿
児
島
県

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日

内
海
水
先
区

第
一
八
六
九
号

小
野

正
利

熊
本
県

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日

内
海
水
先
区

第
一
八
七
〇
号

池
田

裕
二

神
奈
川
県

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日

内
海
水
先
区

第
一
八
七
一
号

吉
村

將
造

福
岡
県

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日

内
海
水
先
区

第
一
八
七
二
号

村
嶋

秀

香
川
県

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日

内
海
水
先
区

第
一
八
七
三
号

渡
口

正
直

沖
縄
県

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日

那
覇
水
先
区

〇
防
衛
省
告
示
第
百
二
十
五
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

日

時

平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
（
予
備
、
同
月
十

三
日
）
の
〇
六
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

豊
後
水
道
南
方
の
次
の
Ê
か
ら
Ï
ま
で
の
六
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Ï
の
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Ë

北
緯
三
一
度
四
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Ì

北
緯
三
一
度
二
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

Í

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

Î

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

Ï

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

実
施
艦

自
衛
艦
三
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
二
十
六
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

日

時

平
成
二
十
二
年
七
月
十
四
日
及
び
同
月
十
五
日

（
予
備
同
月
十
六
日
及
び
同
月
十
七
日
）
の
毎

日
〇
六
〇
〇
か
ら
二
四
〇
〇
ま
で

区

域

野
島
埼
南
方
の
次
の
Ê
か
ら
Í
ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Í
の
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
三
四
度
三
五
分
一
二
秒

東
経
一
四
〇
度
一
六
分
四
八
秒

Ë

北
緯
三
四
度
〇
八
分
一
二
秒

東
経
一
四
一
度
〇
一
分
四
八
秒

Ì

北
緯
三
三
度
四
四
分
一
二
秒

東
経
一
四
〇
度
二
二
分
四
八
秒

Í

北
緯
三
四
度
三
一
分
一
二
秒

東
経
一
四
〇
度
〇
七
分
四
八
秒

実
施
艦

自
衛
艦
五
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
二
十
七
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

日

時

平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日
及
び
同
月
十
六
日

の
毎
日
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で

区

域

五
島
列
島
南
方
の
次
の
経
緯
度
線
に
よ
り
囲
ま

れ
る
区
域

Ê

北
緯
三
一
度
四
七
分
一
二
秒

Ë

北
緯
三
二
度
二
〇
分
一
二
秒

Ì

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
二
秒

Í

東
経
一
二
九
度
〇
九
分
五
二
秒

Ÿ
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